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つ
り
会
場
に
向
か
う
多
く
の
花
見
客
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多くの人で賑わう会場

　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
七
日
（
日
）
の
開
花

ま
つ
り
、
二
十
四
日
（
日
）
の
本
ま
つ
り
に

は
、
県
内
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
市
房
ダ
ム

湖
周
辺
や
親
水
公
園
の
ま
つ
り
会
場
は
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

実愛コンサート

桜友会の水神守太鼓

保育園児の可愛らしい踊り

保育園児のかっこいいダンス

くまモンもきたモン！

第
四
十
二
回

　
　

湯
山
温
泉
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SAKURA組の活気ある
ダンス

コールぷらなすの美しい合唱

小学生の元気なダンス 小学生の息の合った合奏

村人パフォーマンス

力いっぱい！姫桜太鼓
木ん馬レース

小小学小学小学小学小学小学学学小小 生生の生の生の生生生生生生 元気元気元気気なダなダなダなダンスンスンスンス
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消
防
入
退
団
式

消
防
入
退
団
式

　

四
月
一
日
（
月
）
午
後
七
時
か

ら
、
水
上
村
消
防
団
入
退
団
式
が

ふ
る
里
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
十
一
名
の
方

が
入
団
さ
れ
、
七
名
の
方
が
退
団

さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
訓
辞
並
び
に
村
長
訓
辞
の

後
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
一

分
団
第
六
班
（
里
坊
班
）
の
愛
甲

真
一
団
員
が
「
何
人
も
恐
れ
ず
良

心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務

を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い

ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
。
退
団

者
を
代
表
し
て
元
班
長
小
原
雄
二

氏
が
「
消
防
団
を
退
団
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
消
防
団

発
展
の
た
め
に
、
一
住
民
と
し
て

側
面
か
ら
見
守
っ
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
方
は
、
こ
れ
か
ら

水
上
村
消
防
団
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

退
団
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
れ
ま

で
水
上
村
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

退
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　
　

所
属

　

横
野　

裕
昭　
　

上
楠
班

　

廣
瀬　

貴
文　
　

川
内
班

　

井
手　

拓
郎　
　

北
目
班

　

小
原　

雄
二　
　

湯
山
覚
井
班

　

杉
本　

崇
治　
　

神
揚
班

　

野
中　

秋
彦　
　

神
揚
班

　

尾
前　

智
文　
　

本
野
班

入
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　
　

所
属

　

猪
口　

真
吾　
　

高
瀬
班

　

森
下　

茂
久　
　

川
内
班

　

廣
瀬　

健
太
郎　

川
内
班

　

尾
方　

健
一　
　

上
楠
班

　

松
下　

直
揮　
　

上
楠
班

　

那
須　

透　
　
　

上
楠
班

　

愛
甲　

真
一　
　

里
坊
班

　

岩
﨑　

亮　
　
　

馬
場
班

　

川
原　

隆
治　
　

北
目
班

　

中
嶋　

慶
大　
　

湯
山
覚
井
班

　

尾
前　

健
太　
　

本
野
班

　

平
成
二
十
五
年
第
一
回
臨
時
議

会
が
三
月
二
十
八
日
に
一
日
間
の

会
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
十
四
年
度
水
上
村

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
件
が

提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た

結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
三
月
十
五
日
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

協
定
の
交
渉
参
加
正
式
表
明
を
受

け
、
改
め
て
政
府
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
交
渉
が
国
民
生
活
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
農

林
水
産
分
野
の
重
要
品
目
や
国
民

皆
保
険
制
度
な
ど
の
聖
域
の
確
保

や
、
交
渉
に
際
し
徹
底
し
た
情
報

開
示
と
広
範
な
国
民
的
議
論
を
行

う
こ
と
な
ど
、
四
項
目
に
つ
い
て

強
く
要
請
す
る
た
め
、
議
員
発
議

に
よ
る「
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
も
原
案

第
一
回
水
上
村
議
会
臨
時
会

平成 25年度消防団体制
団　　長 小野　賴年
副 団 長 森川　　源
第１分団 (岩野地区）
分 団 長 竹内　誠二
副分団長 猪口　秀信
部　　長 内田　真治
第２分団（湯山地区）
分 団 長 荒嶽　　晋
副分団長 尾前　重德
部　　長 尾前　武志
第３分団（江代地区）
分 団 長 森山　秀春
副分団長 椎葉　武年
部　　長 米本　宗徳

ど
お
り
採
択
さ
れ
、
国
会
・
関
係

行
政
庁
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
予
算

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
十
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

○
平
成
二
十
四
年
度
水
上
村
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

■
そ
の
他

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
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平成 25年度　水上村役場職員席次表
【水上村役場】（代表）44-0311　（FAX）44-0662　　　　　　　　　　　　　　（平成 25年４月１日現在）

会 計 室

廣

副村長室

企画観光課住民福祉課経　済　課建　設　課 村 長 室総 務 課

主な事務分掌

主な事務分掌主な事務分掌主な事務分掌主な事務分掌主な事務分掌主な事務分掌

※氏名欄の（　）書きは主な職務内容

教 育 課
主な事務分掌

議会事務局
主な事務分掌
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　４月８日（月）第 69 回入学式が行われました。本年度 26 名の新入生が入学してきました。氏名点
呼では大きな声で返事をし、学校長、保護者への挨拶、代表の椎葉勇介君の誓いの言葉も堂々とした
ものでした。２、３年生の歓迎の歌「タンホイザー行進曲」もすばらしく、新入生も保護者の方々も
感動していた様子でした。これから水上中全校生徒 66 人、力を合わせて、新たな伝統をつくり上げて
いこうと決意を新たにした入学式でした。

◎
男
子

　

猪い

口ぐ
ち　

竜り
ゅ
う
せ
い聖

　

内う
ち
や
ま山　

　

瞬と
き

　

大お
お

手て　

星し
ょ
う
た太

　

川か
わ
ま
た俣　

圭け
い

人と

　

久く

ぼ

た
保
田
勇ゆ

う

飛と

　

小こ

原は
ら　

由よ
し
と
も智

　

坂さ
か
も
と本　

拳け
ん

斗と

　

椎し
い

葉ば　

俊し
ゅ
ん
す
け介

　

椎し
い

葉ば　

勇ゆ
う
す
け介

　

蔵ぞ
う

座ざ

裕ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　

竹た
け
う
ち内　

勇ゆ
う
し
ん伸

　

中な
か
む
ら村　

　

蓮れ
ん

　

西に
し

野の　

涼り
ょ
う
た太

　

南み
な
み　

　

斗と
お

威い

　

山や
ま
ざ
き崎　

　

輝ひ
か
る

　

湯ゆ

谷た
に　

竜り
ゅ
う
じ士

◎
女
子

　

石い
し
も
と本
友ゆ

り

あ
里
愛

　

稲い
な

葉ば　

愛あ
い

莉り

　

木き
の
し
た下
陽ひ

か

り
香
里

　

黒く
ろ

木き　

あ
ゆ

　

黒く
ろ

田だ　

詩う
た

子こ

　

幸こ
う

野の　
　

葵あ
お
い

　

西に
し　

　
い
ぇ
ん
し
ん欣

　

野の

だ田　

華は

月づ
き

　

東ひ
が
し　

　
　

彩さ
い

　

椎し
い

葉ば

悠ゆ

り

の
莉
乃

水上村選挙管理委員会委員長　荒嶽昭八さん
総 務 大 臣 表 彰 受 賞

　水上村選挙管理委員会委員長の荒嶽昭八さん（79 歳）は、平成７年から選挙管理委員
会委員を務められており、特に、平成 24 年 12
月に行われた第 46 回衆議院議員総選挙におい
ては、県内で最も投票率が高く、また明るい選
挙の推進に貢献したことにより、今回総務大臣
表彰を受賞されました。
　３月 26 日（火）熊本県庁において、熊本県
選挙管理委員長の松永榮治氏から表彰の伝達
を受けられました。今後ともますます公正で明
るい選挙の管理執行に期待いたします。誠にお
めでとうございました。
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湯山小学校入学式湯山小学校入学式湯山小学校入学式

岩野小学校入学式岩野小学校入学式岩野小学校入学式

元気いっぱい新入生
　平成 25年度は、男子２名、女子５名、計７名が入学してきま
した。入学式では、在校生が見守る中、元気いっぱい返事をする
ことができました。仲良く、楽しく小学校生活を送ってほしいと
思います。

どうぞよろしく！
　春爛漫の４月９日（火）、入学式が行われ、19名の１年生が元気に入学してきました。式の中では、大きな声で
の返事やごあいさつができました。また、教室では、お話がしっかり聞け、笑顔いっぱい、喜びいっぱいの子ども
たちでした。
　これから、岩野っ子の一員として、元気に登校してきてくださいね。

◎
男
子

　

齋さ
い

藤と
う　

虹に

麻ま

　

那な

須す　

迪み
ち

弥や

◎
女
子

　

椎し
い

葉ば　

優ゆ
う

菜な

　
上か

ん
米め

ら良
愛ま

り
も
莉
椛

　

野の

だ田　

彩あ
や

音ね

　

椎し
い

葉ば

愛な

み

ね
実
音

　

椎し
い

葉ば

か
り
ん

◎
男
子

　

田た

代し
ろ　

眞ま
さ

希き

　

力り
き

田た　
　

煌き
ら

　

尾お

前ま
え　

優ゆ
う

心し
ん

　

井い

手で　

蒼そ
う

大た

　

西に
し

本も
と　

優ゆ
う

咲さ
く

　

西に
し　

　

恭き
ょ
う
ご吾

　

西に
し

野の　

聖せ

乃な

　

余あ
ま

利り　

行ゆ
き

登と

　

木き
の
し
た下　

聡さ
と

基き

　

上か
ん

米め

良ら

昊と
お

慎ま

　

平ひ
ら

井い　

和か
ず

悠ひ
さ

　

椎し
い

葉ば　

正し
ょ
う
た太

◎
女
子

　

五ご

家か

舞ま

衣い

子こ

　

廣ひ
ろ

瀬せ　

舞ま
い

佳か

　

木き
の
し
た下　

美み

空そ
ら

　

堀ほ
り

井い

鳳ほ

乃の

花か

　

久く

保ぼ

田た

怜れ
い

奈な

　

小お

川が
わ　

茉ま

紘ひ
ろ

　

成な
る

尾お　

和わ

奏か
な
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②
合
志
市
立
西
合
志
南
中
学
校

③
読
書

④
子
ど
も
た
ち
に
理
科
の
楽
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
相
良
中
学
校

③
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

④
地
元
の
た
め
に
精
一
杯
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
新
任

③
温
泉
め
ぐ
り
、
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
る
・
作
る
こ
と

④
は
じ
め
て
水
上
村
に
来
た
時
、

な
ん
て
美
し
い
所
な
ん
だ
ろ

う
！
と
感
激
し
ま
し
た
。
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
相
良
南
小
学
校

③
読
書
、
絵
を
描
く
こ
と

④
地
元
、
水
上
で
仕
事
が
出
来
て
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
精
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
福
岡
県
大
野
城
市
立
大
野
北
小
学
校

③
ド
ラ
イ
ブ

④
自
然 

大
好
き
、
動
物 

大
好
き
、

子
ど
も 

大
好
き
、
笑
顔
で
頑
張

り
ま
す
。

②
人
吉
東
小
学
校

③
旅
行
（
国
内
）

④
豊
か
な
環
境
の
中
で
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
し
っ
か
り
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
玉
名
市
玉
名
町
小
学
校

③
音
楽
鑑
賞
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

④
水
上
村
の
大
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
笑
顔
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
岡
原
小
学
校

③
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
ド
ラ
イ
ブ
、

ツ
ー
リ
ン
グ
、
レ
ジ
ャ
ー
型
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

④
湯
山
地
区
、
水
上
村
の
た
め
に

少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

湯
山
小
学
校

①教諭

　浜
はまさき

崎　由
ゆ か

香

①補助教員

　井
い

口
ぐち

　美
み き

紀

①補助教員

　木
き

村
むら

　友
とも

美
み

①校長

　森
もりもと

元　祐
ゆ う じ

二

①教諭

　深
ふ か み

水　由
ゆ う こ

子

　

四
月
一
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

 
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①教諭

　大
おお

津
つ

　和
かずひろ

浩

水
上
中
学
校

   

①
氏
名　

②
前
任
校　

   

③
趣
味　

④
抱
負

①教諭

　田
たのうえ

上　定
て い こ

子

①養護教諭

　宮
みやざき

﨑　涼
りょう

子
こ

岩
野
小
学
校

②
錦
西
小
学
校

③
歌
を
歌
う
こ
と

④
児
童
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
一
所

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

①特別支援教育支援員

　高
たか

田
た

　真
ま ゆ み

由美
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②
新
任

③
ピ
ア
ノ
演
奏

④
水
上
の
子
ど
も
た
ち
が
、
笑
顔

で
音
楽
を
楽
し
み
、
歌
声
の
響

く
学
校
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。

②
新
任

③
写
真
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

温
泉
め
ぐ
り

④
新
規
採
用
で
水
上
中
学
校
に
赴

任
し
ま
し
た
。
水
上
村
で
教
員

人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
夢
実
現
の
た
め
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
新
任

③
読
書

④
出
身
校
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

経
験
も
少
な
く
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

水
上
中
学
校
の
生
徒
の
心
と
体

の
健
康
を
支
え
、
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

①養護助教諭

　荒
あらたけ

嶽　木
ゆ う み

綿美

①教諭

　尾
お

方
がた

　純
じゅん

子
こ

①講師

　小
お ば さ

場佐　怜
れ な

奈

湯
山
小
学
校

・
湯
前
中
学
校

　

校　

長　
　

高
田　

哲
弘

・
岡
原
小
学
校

　

教　

諭　
　

橋
本　

美
鈴

・
多
良
木
小
学
校

　

教　

諭　
　

池
上　

京
子

岩
野
小
学
校

・
深
田
小
学
校

　

養
護
教
諭　

松
平
美
佐
子

水
上
中
学
校

・
人
吉
第
二
中
学
校

　

教　

諭　
　

藤
本　

喜
士

・
矢
部
中
学
校

　

養
護
教
諭　

古
閑　

友
美

転　

出　

者

水
上
村
職
員
異
動
・
昇
格
一
覧

（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
）

企
画
観
光
課
長

　

田
島　

淳
一
（
会
計
管
理
者
）

経
済
課
長

　

岩
崎　

美
智
男
（
教
育
課
長
）

会
計
管
理
者

　

郷　
　

啓
蔵
（
企
画
観
光
課
長
）

建
設
課
長

　

堤
田　

八
郎（
建
設
課
課
長
補
佐
）

教
育
課
長

　

橋
本　

美
樹
夫（
税
務
課
課
長
補
佐
）

農
業
委
員
会
書
記
（
課
長
補
佐
）

　

西
本　

克
幸（
企
画
観
光
課
係
長
）

教
育
課
課
長
補
佐

　

堤
田　

江
美
子
（
教
育
課
係
長
）

総
務
課
係
長

　

川
俣　

宣
雄（
住
民
福
祉
課
係
長
）

建
設
課
係
長

　

立
尾　

一
貴

（
農
業
委
員
会
書
記
（
係
長
））

建
設
課
係
長

　

湯
谷　

政
彦
（
建
設
課
参
事
）

湯
山
保
育
所
主
任
保
育
士
（
係
長
）

　

幸
野　

真
由
美

（
岩
野
保
育
所
主
任
保
育
士
（
係
長
））

岩
野
保
育
所
主
任
保
育
士
（
参
事
）

　

田
浦　

浩
子

　
　
（
湯
山
保
育
所
主
任
保
育
士（
参
事
））

湯
山
保
育
所
保
育
士
（
参
事
）

　

石
橋　

美
紀

　
　
（
岩
野
保
育
所
保
育
士
（
参
事
））

岩
野
保
育
所
保
育
士

　

野
田　

け
い
子

　
　
（
湯
山
保
育
所
保
育
士
）　　

住
民
福
祉
課
主
事

　

加
藤　
　

康
（
総
務
課
主
事
）

税
務
課
主
事

　

田
浦　

知
希（
住
民
福
祉
課
主
事
）

企
画
観
光
課
主
事

　

椎
葉　

正
和　

新
規
採
用

住
民
福
祉
課
主
事

　

愛
甲　

真
珠
美　

新
規
採
用

水
上
村
職
員
退
職
一
覧

（
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）

建
設
課
長

　

中
村　

喜
彦

経
済
課
長

　

椎
葉　

利
行



【地域医療特集】

明日への処方箋
せ ん

医師不足、増え続ける救急外来、

患者ニーズの多様化、超高齢化社会…。

地域医療の現場ではいま、

何が起きているのでしょうか？

上球磨４町村が設立した自治体病院である

「球磨郡公立多良木病院」は、

地域中核病院の役割を果たしてきました。

私たちがこの地域で、これからも安心して

医療を受けるために、いま私たちに

求められていることとは－ 。
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医
師
が
い
な
け
れ
ば
、
診
療
は

お
ろ
か
病
院
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
る
―
。

　

医
師
不
足
は
、
公
立
多
良
木
病

院
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
自
治

体
病
院
が
抱
え
る
最
重
要
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
大
き
な
要
因
は
、
平
成
16

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
新
臨
床

医
研
修
制
度
」。
大
学
を
卒
業
し

た
医
学
生
に
は
２
年
間
、
現
場
で

の
実
地
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
必
ず
出
身
大

学
の
医
学
部
で
研
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
、
研
修
先
を
自
由
に

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

研
修
医
の
多
く
は
、
自
ら
の
ス

キ
ル
と
臨
床
経
験
を
積
む
た
め

に
、
専
門
性
の
高
い
都
市
部
の
大

病
院
を
選
択
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
医
師
を
派
遣
す
る
大
学
医
局

側
の
人
材
も
不
足
す
る
よ
う
に
な

り
、
派
遣
す
る
医
師
が
激
減
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
公
立
多
良
木
病
院
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
の
病
院
で

は
、
多
様
な
仕
事
を
こ
な
す
総
合

医
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
専
門
性
を
求
め
る
研
修
医

に
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
医
師
に
は
負
担
が
重
く

の
し
か
か
り
、
激
務
か
ら
心
身
と

も
に
疲
弊
し
た
医
師
は
退
職
し
て

し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

医
師
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
診
療
が
で
き
ず
収
益
が
上

が
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
下

で
働
く
看
護
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
手
が
空
い
て
し
ま
い
ま
す
。

病
院
の
健
全
経
営
は
お
ろ
か
、
存

続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
い
う
危

機
的
な
状
況
に
な
る
の
で
す
。

　

公
立
多
良
木
病
院
は
、
24
時

間
態
勢
の
救
急
外
来
の
受
け
皿
を

担
っ
て
い
ま
す
。
上
球
磨
消
防
所

管
内
で
１
年
間
に
搬
送
さ
れ
る
患

者
数
は
、
年
々
右
肩
上
が
り
に
増

え
続
け
、
平
成
24
年
は
過
去
最
高

の
１
４
４
８
人
を
記
録
し
ま
し
た

（
グ
ラ
フ
２
）。

　

こ
れ
は
管
内
４
町
村
に
住
む

23
・
７
人
に
１
人
と
い
う
高
い
数

値
で
、
全
国
平
均
の
24
・
５
人
に

１
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
驚
く

べ
き
は
公
立
多
良
木
病
院
が
、
救

増え続ける
救急搬送

困
難
を
極
め
る

医
師
確
保

熊本県内の自治体病院の常勤医師数の推移（全18カ所）
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〔グラフ１〕
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医
師
が
い
な
け
れ
ば
、
診
療
は

お
ろ
か
病
院
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
る
―
。

　

医
師
不
足
は
、
公
立
多
良
木
病

院
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
の
自
治

体
病
院
が
抱
え
る
最
重
要
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
大
き
な
要
因
は
、
平
成

十
六
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
新
臨

床
医
研
修
制
度
」。
大
学
を
卒
業
し

た
医
学
生
に
は
二
年
間
、
現
場
で

の
実
地
研
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
必
ず
出
身
大

学
の
医
学
部
で
研
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度

が
導
入
さ
れ
、
研
修
先
を
自
由
に

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

研
修
医
の
多
く
は
、
自
ら
の
ス

キ
ル
と
臨
床
経
験
を
積
む
た
め

に
、
専
門
性
の
高
い
都
市
部
の
大

病
院
を
選
択
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

　

公
立
多
良
木
病
院
は
、
二
十
四

時
間
態
勢
の
救
急
外
来
の
受
け
皿

を
担
っ
て
い
ま
す
。
上
球
磨
消
防

所
管
内
で
一
年
間
に
搬
送
さ
れ
る

患
者
数
は
、
年
々
右
肩
上
が
り
に

増
え
続
け
、
平
成
二
十
四
年
は
過

去
最
高
の
千
四
百
四
十
八
人
を
記

録
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

　

こ
れ
は
管
内
四
町
村
に
住
む

二
十
三
・
七
人
に
一
人
と
い
う
高
い

数
値
で
、
全
国
平
均
の
二
十
四
・
五

人
に
一
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

驚
く
べ
き
は
公
立
多
良
木
病
院
が
、

り
、
医
師
を
派
遣
す
る
大
学
医
局

側
の
人
材
も
不
足
す
る
よ
う
に
な

り
、
派
遣
す
る
医
師
が
激
減
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
公
立
多
良
木
病
院
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
の
病
院
で

は
、
多
様
な
仕
事
を
こ
な
す
総
合

医
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
専
門
性
を
求
め
る
研
修
医

に
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
医
師
に
は
負
担
が
重
く

の
し
か
か
り
、
激
務
か
ら
心
身
と

も
に
疲
弊
し
た
医
師
は
退
職
し
て

し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　

医
師
が
い
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
診
療
が
で
き
ず
収
益
が
上

が
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
下

で
働
く
看
護
師
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
手
が
空
い
て
し
ま
い
ま
す
。

病
院
の
健
全
経
営
は
お
ろ
か
、
存

続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
い
う
危

機
的
な
状
況
に
な
る
の
で
す
。



の
者
患
急

92

い
て
れ
入
け
受
を
％

は
％
８
の
り
残
。
実
事
う
い
と
る

ド
、
リ
ヘ
災
防
や
院
病
の
市
吉
人

ど
な
ビ
レ
テ
や
聞
新
、
で
送
搬
の

れ
入
け
受
「
る
い
て
れ
さ
道
報
で

事
の
」
し
回
い
ら
た
「
や
」
否
拒

。
ん
せ
ま
り
あ
切
一
は
実

勤
直
当
、
は
送
搬
の
外
間
時

　

も
て
し
対
に
者
患
の
外
門
専
、
が

当
、
う
よ
る
き
で
が
置
処
な
切
適

カ
セ
、
し
機
待
も
師
医
の
外
以
直

も
に
境
逆

場
現
る
け
続
り
張
ん
踏

ル
シ
（
業
事
設
施
健
保
人
老
護
介

約
る
な
と
高
最
去
過
て
せ
わ
合
を

黒
営
経
の
円
万
０
０
７
千
４
億
２

。
す
ま
い
て
し
上
計
を
字

成
平

　

24

に
算
決
字
赤
は
度
年

成
平
、
が
す
で
み
込
見
る
な

19約
、
後
築
改
増
を
院
病
に
度
年

価
原
だ
ん
ら
膨
に
円
万
千
３
億
３

、
め
た
る
あ
で
内
囲
範
の
費
却
償

な
が
営
運
政
財
な
全
健
に
的
続
継

。
す
ま
え
言
と
る
い
て
れ
さ

の
人
一
、
は
に
め
た
る
け
続
し
供

大
と
ず
自
は
担
負
る
か
か
に
師
医

に
境
逆
な
ん
そ
。
す
ま
り
な
く
き

め
じ
は
を
師
医
く
働
で
場
現
、
も

。
す

、
に
う
よ
の
院
病
木
良
多
立
公

　

は
」
院
病
体
治
自
「
る
い
て
れ
さ

に
内
県、
在
現

18

。
す
ま
り
あ
所
カ

う
よ
る
か
わ
も
て
見
を
１
フ
ラ
グ

成
平
た

13

の
で
ま
年
昨
ら
か
年

11

で
間
年

77

（
人

19

減
も
）
％
５
・

病
木
良
多
立
公
。
す
ま
い
て
し
少

17

の
年

28

は
在
現
ら
か
人

18

激
に
人

。
す
ま
い
て
し
減

病
が
の
る
す
結
直
と
数
の
師
医

　

約
の
内
県
は
在
現
。
営
経
の
院

れ
ら
い
強
を
営
経
字
赤
が
院
病
体

。
た
し
ま
い
て

院
病
木
良
多
立
公
、
中
な
ん
そ

　

和
昭
、
は

62

成
平
ら
か
年

18

度
年

に
ら
さ
。
続
継
を
営
経
字
黒
で
ま

成
平

23

、
業
事
院
病、
は
算
決
度
年

　上球磨消防署では昨年、救急出動件数が1,532件にのぼり（う
ち搬送件数は1,448人）、過去最高となりました。年齢別では
65歳以上の人が69％と最も多く、月別では12月から2月に
かけての冬場が最も多い。
　私たち救急救命士は、医療行為に制限があるので、少しでも早
く患者さんを医師に引き渡したい。特に心疾患や脳疾患などは時
間との闘いで、もしも公立多良木病院がなければ、搬送先は一番
近くて人吉市。プラス20分を要するので、命の危険に関わりま
す。救命士として近くの場所に中核病院があり、搬送先が確保さ
れているという安心感がありますが、それは決して「当たり前」
のことではない。救急車をタクシー替わりに使ったり、患者さん
が「県外の病院に行ってくれ」と言われたりしたケースもある。
　本当に救急車を必要とする患者さんを受け入れる病院の人たち
にも迷惑が掛かるので、適正利用を心がけて欲しいですね。

上球磨消防署消防課

前田 憲二
救急救命士（36）

搬送先が確保されていることは
「当たり前」ではない

INTERVIEW

上球磨消防署管内（湯前町・あさぎり町・多良木町・水上村）の
総人口と救急搬送人員の推移
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救
急
患
者
の
九
十
二
％
を
受
け
入

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
。
残
り
の

八
％
は
人
吉
市
の
病
院
や
防
災
ヘ

リ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
含
む
熊
本

市
内
へ
の
搬
送
で
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
「
受

け
入
れ
拒
否
」
や
「
た
ら
い
回
し
」

の
事
実
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

時
間
外
の
搬
送
は
、
当
直
勤
務

の
医
師
が
受
け
持
っ
て
い
ま
す
が
、

専
門
外
の
患
者
に
対
し
て
も
適
切

な
処
置
が
で
き
る
よ
う
、
当
直
以

外
の
医
師
も
待
機
し
、
セ
カ
ン
ド

コ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

公
立
多
良
木
病
院
の
よ
う
に
、
自

治
体
が
設
立
者
と
な
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る「
自
治
体
病
院
」は
現
在
、

県
内
に
十
八
カ
所
あ
り
ま
す
。
グ

ラ
フ
１
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

常
勤
医
師
数
が
最
も
多
か
っ
た
平

成
十
三
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
十
一

年
間
で
七
十
七
人
（
十
九
・
五
％
）

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
公
立
多
良

木
病
院
で
は
、
最
も
多
か
っ
た
平

成
十
七
年
の
二
十
八
人
か
ら
現
在

は
十
八
人
に
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
の
数
と
直
結
す
る
の
が
病

院
の
経
営
。
現
在
は
県
内
の
約
三

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ー

ク
時
に
は
実
に
七
割
の
自
治
体
病

院
が
赤
字
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
公
立
多
良
木
病
院

は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成

十
八
年
度
ま
で
黒
字
経
営
を
継
続
。

さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
度
決
算
は
、

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
（
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ト
）、
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
事
業
（
コ
ス
モ
）

の
三
事
業
を
合
わ
せ
て
過
去
最
高

と
な
る
約
二
億
四
千
七
百
万
円
の

経
営
黒
字
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
赤
字
決
算

に
な
る
見
込
み
で
す
が
、
平
成

十
九
年
度
に
病
院
を
増
改
築
後
、

約
三
億
三
千
万
円
に
膨
ら
ん
だ
原

価
償
却
費
の
範
囲
内
で
あ
る
た
め
、

継
続
的
に
健
全
な
財
政
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

医
師
が
減
っ
て
も
、
医
療
を
提

供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
一
人
の

医
師
に
か
か
る
負
担
は
自
ず
と
大

き
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
逆
境
に

も
、
現
場
で
働
く
医
師
を
は
じ
め

と
す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
、

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
が
公
立
多
良
木
病

院
の
屋
台
骨
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
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高
る
す
速
加
す
ま
す
ま
後
今

す
供
提
を
療
医
で
会
社
化
齢

？
は
み
組
り
取
な
た
新
の
め
た
る

属
付
た
き
て
し
続
継
で
ま
れ
こ

　

医
防
予
、
設
施
健
老
て
し
と
設
施

者
齢
高
、
業
事
診
健
の
て
し
と
学

括
包
域
地
る
す
ア
ケ
に
的
括
包
を

進
て
し
携
連
と
野
分
護
介
く
な
で

て
し
と
療
医
期
性
急
。
く
い
て
め

、
く
な
は
で
け
だ
う
い
と
院
病
の

者
患
の
期
性
慢
は
で
会
社
化
齢
高

重
も
と
こ
く
い
て
し
ア
ケ
を
ん
さ

ら
か
月
四
。
る
め
占
を
置
位
な
要

を
制
体
の
療
医
宅
在
、
問
訪
、
り

の
そ
。
す
で
画
計
く
い
て
し
化
強

で
力
協
と
方
生
先
の
医
業
開
で
中

力
協
で
ん
喜
ば
れ
あ
が
分
部
る
き

活
の
こ
、
く
な
は
で
の
う
い
と
う

て
え
抱
が
療
医
域
地
、
在
現

？
は
題
問
る
い

経
全
健
が
院
病
木
良
多
立
公

？
は
因
要
る
い
て
け
続
を
営

に
療
医
の
体
全
域
地
て
じ
通
を
動

目
の
番
一
が
の
う
い
と
る
す
献
貢

。
す
で
的

く
い
て
し
続
存
を
療
医
域
地

で
に
民
住
ち
た
私
、
に
め
た

？
は
と
こ
る
き

、
は
率
診
受
外
圏
の
域
地
の
こ

　

内
県
、
き
除
を
部
心
中
の
市
本
熊

う
い
と
い
低
も
り
よ
域
地
の
ど
の

き
で
供
提
を
療
医
の
型
結
完
域
地

り
な
も
に
け
付
裏
う
い
と
る
い
て

先
「
は
に
中
の
ん
さ
者
患
。
す
ま

さ
だ
く
て
け
つ
を
気
は
に
体
、
生

る
さ
だ
く
て
け
掛
を
声
と
」
い

ク
ド
が
声
う
い
う
そ
、
て
い
も
人

ん
が
に
め
た
の
域
地
の
こ
「、
し

。
す
ま
り
な
に
ン

じ
投
を
財
私
が
志
有
「
に
後
最

　

と
」
院
病
の
こ
、
が
の
た
き
で
て

の
民
住
、
し
識
認
再
を
実
事
う
い

を
志
い
高
の
人
先
が
ら
自
ん
さ
皆

、
ち
持
を
り
誇
に
院
病
当、
ず
れ
忘

思
と
い
た
き
だ
た
い
て
し
に
切
大

。
す
ま
い

球磨郡公立多良木病院企業団

後藤 平明
企業長（66）

Top Interview

病院を支えてきたのは、
医師やスタッフハードワーク

「高い志でできた歴史ある病院」を
再認識し、誇りを持ってほしい

問

問

問

問

地域医療特集 「明日への処方箋
せ ん

」

Gotou
Hiraaki

　

医
師
確
保
。こ
れ
が
病
院
を
運

営
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
問
題

で
す
。当
院
は
二
十
四
時
間
救
急

外
来
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で「
た
ら
い
回
し
」を
す
る

よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、医
師
の
数
が

今
以
上
に
減
る
と
、
二
十
四
時
間

体
制
が
破
た
ん
す
る
可
能
性
が
生

じ
ま
す
。今
は
ま
だ
な
ん
と
か
対

応
で
き
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
限

界
に
近
い
状
態
に
来
て
い
ま
す
。

　

幸
い
今
ま
で
は
、
そ
の
よ
う
な

実
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
過
去
形
。こ
れ
か
ら
先
は
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。医
師
を

確
保
す
る
こ
と
は
収
益
以
前
の
問

題
で
、最
重
要
課
題
。こ
れ
ま
で
職

員
が
ハ
ー
ド
な
仕
事
に
耐
え
、
よ

く
頑
張
っ
て
き
た
。特
に
ド
ク
タ

ー
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。医
師

が
減
る
と
当
直
の
回
数
も
増
え
る

し
、
一
人
に
か
か
る
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
く
る
。ド
ク
タ
ー
は
当

直
以
外
の
日
で
も
セ
カ
ン
ド
コ
ー

ル（
呼
び
出
し
）が
か
か
っ
て
く
る

の
で
、
実
際
に
は
三
百
六
十
五
日

拘
束
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
ハ

ー
ド
な
仕
事
を
よ
く
こ
な
し
て
き

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。



出
が
省
働
労
生
厚
に
月
三
年
昨

　

点
重
、
で
画
計
療
医
次
六
第
た
し

医
宅
在
る
い
て
れ
ら
げ
上
に
目
項

、
で
ど
な
化
齢
高
の
代
世
塊
団。
療

に
者
齢
高
く
い
て
え
増
す
ま
す
ま

医
る
れ
さ
供
提
に
め
た
る
す
応
対

。
す
で
療

で
療
治
院
入
・
来
外
の
で
院
病

　

自
の
者
患
接
直
が
師
医
、
く
な
は

出
「
う
行
を
療
診
て
い
向
出
に
宅

。
す
で
」
療
診
前

日
一
月
四

四

は
院
病
木
良
多
立
公

　

年
一
の
で
ま
月
三
し
と
こ
ら
か

洋
口
春
の
長
部
科
内
院
病
同
、
間

（師
医
賜

六
十
一

派

を

に
修
研
内
国
）

古

県
城
茨
と
町
南
日
県
取
鳥
。
遣

入

に
場
現
の
療
医
宅
在
で
市
河

。
た
し
ま
し
習
実
、
り

看
と
師
医
口
春
、
は
制
体
動
初

　

医師不足や高齢化社会に対応しようと、

地域医療の現場では新たな取り組みが

始まっています。

カギになるのは
「連携」と「口コミ」
一歩踏み込んだ医療を提供したい

あ
の
庭
家
、
ど
な
ち
持
気
の
族
家
や

端
先
。
る
き
で
握
把
を
況
状
る
ゆ
ら

い
な
れ
し
も
か
理
無
は
供
提
の
療
医

う
よ
る
な
に
え
支
、
だ
ん
込
み
踏
歩

。
る
き
で
供
提
を
療
医
な

の
で
上
る
め
進
を
療
医
宅
在

？
は
の
る
な
に
ギ
カ

た
じ
感
て
じ
通
を
修
研
の
間
年
一

　

が
族
家
と
担
負
な
的
済
経
、
は
題
課

の
そ
。
か
う
ど
か
況
状
る
き
で
護
介

入
、
に
き
と
た
し
変
急
が
態
容
。
か

大
も
と
こ
る
げ
あ
て
し
償
補
を
院

で
が
事
家
間
の
そ
は
族
家
、
で
の
る

に
間
合
の
護
介
と
だ
宅
在
。
い
な
き

看
の
後
最
で
家
、
り
た
き
で
が
事
家

。
る
あ

け
つ
り
か
か
、
が
い
な
か
し
く
い
て

携
連
、
け
か
き
働
も
に
方
生
先
の
医

・
報
広
。
欠
可
不
が
と
こ
く
い
て
し

高
に
特
、
が
く
い
て
し
も
動
活
発
啓

、
で
の
い
く
に
り
入
は
に
耳
の
者
齢

番
一
が
の
く
い
て
し
透
浸
で
ミ
コ
口

。
す
で
的
想
理

？
は
性
要
必
の
療
医
宅
在

治
、
り
よ
に
化
齢
高
の
代
世
塊
団

　

る
く
て
え
増
が
民
難
護
介
、
民
難
療

問
の
体
全
療
医
域
地
。
と
こ
う
い
と

数
者
患
が
る
減
は
師
医
、
て
し
と
題

病
、
設
施
や
院
病
。
く
い
て
え
増
は

う
ど
を
ち
た
人
た
れ
溢
。
る
あ
が
度

。
い
な
は
法
方
に
外
以
る

す
当
担
で
ま
れ
こ
、
は
つ
一
う
も

　

一
人
一
、
て
ぎ
す
多
が
ん
さ
者
患
る

と
こ
る
取
を
間
時
に
ん
さ
者
患
の
人

く
ま
う
が
思
意
や
明
説
、
ず
き
で
が

い
思
い
し
悲
に
族
家
ご
や
ん
さ
者
患

公立多良木病院内科部長（副院長）

春口 洋賜
医師（61）

Haruguchi
Hiroshi

INTERVIEW

風

ゆのま

四
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カギになるのは
「連携」と「口コミ」
一歩踏み込んだ医療を提供したい

あ
の
庭
家
、
ど
な
ち
持
気
の
族
家
や

端
先
。
る
き
で
握
把
を
況
状
る
ゆ
ら

い
な
れ
し
も
か
理
無
は
供
提
の
療
医

う
よ
る
な
に
え
支
、
だ
ん
込
み
踏
歩

。
る
き
で
供
提
を
療
医
な

の
で
上
る
め
進
を
療
医
宅
在

？
は
の
る
な
に
ギ
カ

た
じ
感
て
じ
通
を
修
研
の
間
年
一

　

が
族
家
と
担
負
な
的
済
経
、
は
題
課

の
そ
。
か
う
ど
か
況
状
る
き
で
護
介

入
、
に
き
と
た
し
変
急
が
態
容
。
か

大
も
と
こ
る
げ
あ
て
し
償
補
を
院

で
が
事
家
間
の
そ
は
族
家
、
で
の
る

に
間
合
の
護
介
と
だ
宅
在
。
い
な
き

看
の
後
最
で
家
、
り
た
き
で
が
事
家

。
る
あ

け
つ
り
か
か
、
が
い
な
か
し
く
い
て

携
連
、
け
か
き
働
も
に
方
生
先
の
医

・
報
広
。
欠
可
不
が
と
こ
く
い
て
し

高
に
特
、
が
く
い
て
し
も
動
活
発
啓

、
で
の
い
く
に
り
入
は
に
耳
の
者
齢

番
一
が
の
く
い
て
し
透
浸
で
ミ
コ
口

。
す
で
的
想
理

？
は
性
要
必
の
療
医
宅
在

治
、
り
よ
に
化
齢
高
の
代
世
塊
団

　

る
く
て
え
増
が
民
難
護
介
、
民
難
療

問
の
体
全
療
医
域
地
。
と
こ
う
い
と

数
者
患
が
る
減
は
師
医
、
て
し
と
題

病
、
設
施
や
院
病
。
く
い
て
え
増
は

う
ど
を
ち
た
人
た
れ
溢
。
る
あ
が
度

。
い
な
は
法
方
に
外
以
る

す
当
担
で
ま
れ
こ
、
は
つ
一
う
も

　

一
人
一
、
て
ぎ
す
多
が
ん
さ
者
患
る

と
こ
る
取
を
間
時
に
ん
さ
者
患
の
人

く
ま
う
が
思
意
や
明
説
、
ず
き
で
が

い
思
い
し
悲
に
族
家
ご
や
ん
さ
者
患

公立多良木病院内科部長（副院長）

春口 洋賜
医師（61）

Haruguchi
Hiroshi

INTERVIEW



地域医療の新しい 

開
の
院
病
木
良
多
立
公
郡
磨
球

　

県
、
か
ほ
の
村
町
四
る
あ
で
者
設

と
院
病
う
担
を
療
医
地
き
へ
の
内

へ
県
本
熊
る
く
つ
で
村
町
市
設
開

協
者
設
開
院
病
体
治
自
療
医
地
き

月
四
し
と
こ
、
れ
さ
設
開
が
）
長

。
た
し
ま
し
始
開
を
働
実
ら
か
日
一

と
体
治
自
る
え
抱
を
題
課
じ
同

　

の
質
、
み
組
を
ム
ラ
ク
ス
が
院
病

め
た
る
す
供
提
を
療
医
域
地
い
高

師
医
る
わ
携
に
療
医
地
き
へ
、
に

医
地
き
へ
、
は
に
織
組
の
こ
。
す

す
成
構
で
師
医
く
働
で
場
現
の
療

の
師
医
療
医
地
き
へ
県
本
熊
「
る

立
公
は
に
長
会
、
し
画
参
も
」
会

部
科
内
賜
洋
口
春
の
院
病
木
良
多

。
す
ま
い
て
し
任
就
が
長

治
自
、
で
ま
れ
こ
は
で
県
本
熊

　

限
年
務
義
、
し
業
卒
を
学
大
科
医

は
生
学
大
科
医
治
自
（
間
年
九
の

自
の
内
県
身
出
、
間
年
九
後
業
卒

事
従
に
療
医
域
地
ど
な
院
病
体
治

い
て
れ
ら
け
付
務
義
が
と
こ
る
す

す
籍
在
が
師
医
た
し
過
経
を
）
る

。
た
し
で
ん
せ
ま
り
あ
が
度
制
る

き
へ
、
め
止
い
食
を
出
流
の
師
医

の
円
万

五
百

に
会
議
協
、
と
う

く
多
も
で
人
一
、
し
保
確
を
金

基、
と
う
こ
い
て
し
保
確
を
師
医

のち
立
が
者
係
関
た
し
に
つ
一
を
志

。
た
し
ま
り
が
上

康
健
県
本
熊
は
に
会
議
協
の
こ

　

な
院
病
属
附
学
大
本
熊
や
部
祉
福

・
学
大
科
医
治
自
、
り
わ
加
も
ど

の
習
実
季
夏
の
部
学
医
学
大
本
熊

。
す
ま
い
て

藤
後
て
い
つ
に
立
設
の
会
議
協

　

は
長
業
企
院
病
木
良
多
立
公
明
平

り
か
ば
た
し
出
き
動
だ
ま
だ
ま
「

実
充
の
療
医
域
地
ず
必
、
が
す
で

て
し
信
確
と
の
も
る
な
に
助
一
の

。
す
ま
め
込
を
力
と
」
す
ま
い

医
地
き
へ
、
け
向
へ
保
確
師
医

　

市
設
開
、
院
病
体
治
自
う
担
を
療

存
の
療
医
域
地
、
ど
な
県
、
村
町

を
い
思
が
士
同
者
る
す
望
切
を
続

。
歩
一
な
き
大
は
と
こ
た
し
に
形

本
根
を
在
偏
市
都
大
、
足
不
師
医

な
ら
至
は
に
で
ま
る
す
消
解
に
的

存
の
療
医
域
地
が
ね
重
み
積
の
ン

。
す
で
の
い
な
せ
か
欠
は
に
続

院
病
体
治
自
療
医
地
き
へ
県
本
熊

立
設
を
会
議
協
者
設
開

球磨郡公立多良木病院
国民健康保険
天草市立河浦病院

山都町
包括医療センター
そよう病院

小国町公立病院組合
小国公立病院

上天草市立
上天草総合病院

国民健康保険
天草市立新和病院

熊本県へき地医療自治体病院
開設者協議会の構成メンバー

昨年8月に行われた熊本大学医学部・自治医科
大学の夏期学生地域医療実習。未来の医師に研
修の場を提供し、積極的に受け入れています 

15

地域医療特集 「明日への処方箋
せ ん

」
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球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
は
、

中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

な
く
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
、
上
球
磨
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
「
ホ
ッ
と
館
」
な

ど
、
地
域
の
医
療
・
介
護
を
担
う

す
ば
ら
し
い
環
境
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
後
藤
企
業
長
以
下

関
係
者
の
ご
尽
力
で
、
施
設
を
有

効
利
用
す
る
た
め
に
、
打
つ
べ
き

手
は
全
て
打
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
医
師
不
足
、
い
か
に

し
て
医
師
を
確
保
し
て
い
く
か
と

い
う
課
題
が
、
全
て
に
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
や
機
能
と
い
っ
た
ハ
ー
ド

を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
医
師
の

数
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
掛
か
っ

地
域
医
療
を

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
人
は
医
療

体
制
の
整
っ
た
都
市
部
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
現
場
で
働
く
医
師

は
、
い
ろ
ん
な
思
い
を
持
ち
な
が

ら
、
な
ん
と
か
こ
の
地
域
の
医
療

を
守
っ
て

い
く
た
め

に
日
々
奮

闘
し
て
い

ま
す
。
医

師
は
「
特

別
な
人
」
で
は
な
く
ロ
ボ
ッ
ト
で

も
な
い
。同
じ
血
の
通
っ
た
人
間
。

そ
ん
な
医
師
た
ち
が
「
こ
こ
に
残

り
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

て
き
ま
す
。
病
院
を
、

医
師
や
ス
タ
ッ
フ
を

応
援
し
、
支
え
て
い

く
の
が
私
た
ち
開
設

者
で
あ
り
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
大
事
な

役
割
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
け
て

き
た
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
当

然
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
歴
代
関
わ
っ
て
き
た
人
た

ち
の
努
力
の
結
晶
で
あ
り
、
そ
れ

は
特
別
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

子
育
て
や
介
護
が
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
、
こ
こ
に
住
む
こ
と
す
ら

　上球磨地域住民の生命と健康を守るために、地域医療
の中核を担ってきた球磨郡公立多良木病院。これからも
この病院を、そして地域医療を守っていくために、私たち
地域住民に求められることとは―。
　病院開設者協議会長の鶴田正已町長に話を聞きました。

球磨郡公立多良木病院
開設者協議会長

鶴田 正已
湯前町長

私
た
ち
は

病
院
の
応
援
団

医
師
も
血
の
通
っ
た
人
間
。

「
こ
こ
に
残
り
た
い
」と

思
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

う
に
、
患
者
と
医
師
と
い
う
立
場

だ
け
で
は
な
く
、
人
と
し
て
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
せ

ず
、
し
っ
か
り
と
体
制
の
整
っ
た

時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
た
り
、

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
症
状
が

重
く
な
ら
な
い
う
ち
に
手
当
を
し

た
り
と
、
病
院
を
利
用
す
る
患
者

と
し
て
、
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

守
る

Top Interview
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せ ん

」

働
で
場
現
、
は
に
療
医
域
地

　

こ
こ
て
し
そ
、
村
町
四
る
あ
で

を
り
わ
関
が
人
の
て
全
む
住
に

抱
を
題
難
う
い
と
足
不
師
医

　

域
地
は
ち
た
私
、
も
ら
が
な
え

し
心
安
、
け
受
を
恵
恩
の
療
医

に
境
環
る
れ
ら
け
受
を
療
医
て

。
す
ま
い

け
つ
を
気
は
に
体
お
、
生
先
「

」
ね
い
さ
だ
く
て

、
に
葉
言
た
れ
ら
け
掛
ら
か
者
患

ろ
ば
ん
が
に
め
た
の
域
地
の
こ
「

。
す
ま
ち
立
い
奮
は
師
医
と
」
う

者
患
と
師
医
、
民
住
と
院
病

　

に
係
関
う
合
え
支
に
い
互
お
が

は
療
医
の
域
地
の
こ
、
ば
れ
な

処
の
め
た
る
け
続
り
守
を
療
医

箋
方

こ
る
や
い
思
を
い
互
、
は

な
係
関
頼
信
、
る
れ
か
築
で
と

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
の― 

集
特
療
医
域
地

箋
方
処
の
へ
日
明
「

）
完
（」

〉
料
資
考
参
〈

病
「、
ン
ラ
プ
革
改
院
病
木
良
多
立
公
郡
磨
球

健
保
地
き
へ
県
本
熊、
」
み
ゆ
あ
の
年
十
五
院

て
し
心
安

。
に
め
た
る
け
受
を
療
医

地域医療特集 「明日への処方箋
せ ん

」

外来患者を診察する石塚俊紀内科医師
17
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繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間について

　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちしたヒナが落ちていても、必ず親鳥が保護しま
すので拾わないようにしましょう。
　また、熊本県では５月 10 日からの１ヶ月間を指導取締強化月間と定め、違法
捕獲等の防止に取り組んでいます。県民の皆様の御理解と御協力をお願いします。
　なお、メジロの愛がん飼養目的の捕獲につきましては、鳥獣の乱獲を助長する
おそれがあることから、平成 24 年４月１日より、新たな捕獲の許可はしないこ
ととしています。
　詳しくは、水上村役場経済課、または熊本県球磨地域振興局森林保全課にお問い合わせください。

（お問い合わせ先）
　　水上村役場　経済課林務係　４４－０３１４
　　熊本県球磨地域振興局　森林保全課　２４－４１９０

固定資産税課税にかかる土地及び家屋価格等縦覧帳簿の閲覧について
　平成 25 年度の固定資産税にかかる土地及び家屋価格等縦覧帳簿を下記のとおり閲覧で
きますのでお知らせします。
　ご自分所有の土地や家屋を確認されたい方や固定資産税についてご相談されたい方は、
この機会を是非ご利用下さい。
　なお、納税者の課税明細書と納付書は６月頃発送予定です。
日　　　時　　平成 25年４月 １日（月）から
　　　　　　　平成 25年７月 31日（水）まで
　　　　　　　午前８時 30分から午後５時 15分まで
　　　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）
縦覧の場所　　水上村役場税務課
費　　　用　　無料
必 要 な 物　　　　　（１）納税者本人であることを確認できるもの
　　　　　　　　　　（２）借地人・借家人等であることを確認できるもの
　　　　　　　　　　（３）代理人本人であることを確認できるもの

５月は滞納整理強化月間です
　平成 24 年度分も５月末をもって、村税・使用料の納付期間が終了しますので、納付が
お済みでない方は、平成 25 年５月 31 日（金）までに完納されますようお願いします。
　今後も納期内納付にご協力ください。

お問い合わせ先　水上村役場　税務課　TEL44-0316

税務課からのお知らせ
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平成 25年度活動スタート！！会員を募集しております！！
イメージキャラクター
『シジミちゃん』

①総合型クラブとは？
　国のスポーツ振興法の規定に基づき、平成 22年度ま
での 10年間に全国の市町村に少なくとも１つは、「総
合型地域スポーツクラブ」を立ち上げることを目的と
しています。近年では、社会の変化に伴い、子どもた
ちの運動能力の低下や、高齢化による病気の治療や介
護にかかわる負担の増加、地域のつながりの希薄化な
ど様々な問題が出てきています。総合型クラブは、地
域交流の場のひとつとなり活動していくことで、様々
な課題解決の一助になるのではと考えられています。

②生涯学習講座と学童スポーツ教室を一つに！
　これまで村で開催していました生涯学習講座の一部
と学童スポーツ教室がひとつの総合型クラブとなり、
年間を通して活動することとしました。クラブの種目
は、学童スポーツ教室が６種目、生涯学習講座が６種
目の計 12 種目となり、クラブに加入していただくと、
どなたでも興味のあるすべての講座に参加する事が出
来ます。また、いろいろな世代の会員同士が交流でき
るイベントも計画しており、元気に、地域ぐるみで楽
しむクラブになるようにと考えています。

③水上元気クラブの取り組み
　水上元気クラブでは、「カラダ」を動かして健康づくりするだけでなく「ココロ」も動かしながら沢山
の仲間と笑顔の絶えないクラブを目指し「動かそう！ココロ！カラダ！」というキャッチフレーズのもと
活動します。
　また、日本では市房山麓と山都町の内大臣峡にしか生息していない国指定天然記念物「ゴイシツバメシ
ジミ」をクラブのイメージキャラクターとし、クラブの取り組みのひとつとして、ボランティアで生息地
周辺の清掃活動などを行うなど、地域を愛するクラブとなるような活動も計画しています。

④クラブに入会すると、こんなメリットがあります！！
◇多種目のスポーツ教室・生涯学習講座にいくつでも参加することができます。
◇各種目に指導者が配置され、目的に応じた参加ができます。
◇地元商工会がスポンサーとなり、会員に入会すると沢山の特典があります。

申込用紙は岩野公民館にございます。

みなさんの入会をお待ちしております。

　　　お問合わせ先：水上元気クラブ事務局（水上村教育委員会内）
　　　　　　　　　　TEL：44-0333　ＦＡＸ：44-0329　　
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退職後の国民年金の手続について
　退職後に厚生年金保険の適用事業所に再就職する場合は、引き続き厚生年金保険に加入します。しかし、そ
れ以外の60歳未満の人は、国民年金に加入するための手続が必要となります。また、退職した人に扶養されて
いた60歳未満の配偶者（夫・妻）についても、同様に国民年金の手続が必要となりますのでご注意ください。
　この手続を怠ると、年金額が減る場合や、年金そのものが受け取れなくなる場合がありますので、必要な手続
を行ってください。

お問い合せ先　　住民福祉課　担当：愛甲　　４４－０３１３

平
成
二
十
五
年
度 

立
田
山

森
林
教
室
受
講
者
募
集
!!

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で

は
、
六
月
か
ら
「
立
田
山
森
林
教

室
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
教
室

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ

て
、
森
林
の
働
き
、
林
業
の
役
割

を
学
ぶ
も
の
で
す
。
教
室
は
年
八

回
（
植
物
観
察
・
き
の
こ
観
察
・

昆
虫
観
察
・
木
工
体
験
・
炭
焼
き

体
験
等
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

当
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
：
熊
本
県
林

業
研
究
指
導
所

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
九
ー
二
二
二
二

空
港
と
駅
を
結
ぶ
便
利
な

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
「
空
港

ラ
イ
ナ
ー
」
運
行
中
！

　

皆
さ
ま
に
ご
好
評
い
た
だ
い
て

い
る
「
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」
の
試
験

運
行
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
期
間　

平
成
二
十
六
年
三
月

三
十
一
日
（
月
）
ま
で

運
行
区
間　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

Ｊ
Ｒ
肥
後
大
津
駅　

最
速
十
二

分
運
賃　

無
料

便
数　

一
日
四
十
五
便

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

「
阿
蘇
く
ま
も

と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

http://w
w
w
.oaso-ozu.com

/
airline/

　

ご
利
用
の
際
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
時
刻
表
を
あ
ら
か
じ
め
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

空
港
ラ
イ
ナ
ー
の
時
刻
表
等
の

情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
交
通

政
策
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
一
六
七阿蘇くまもと空港キャラクター「あそらくん」

農家のみなさんへ

ダニに注意して下さい !!
～ダニ媒介性疾患について～

　新聞、ニュース等の報道にあるとおり、ダニ媒介性疾患（ＳＦＴＳ）の症例が国内
で確認されています。このウィルスは以前から国内に存在していたと考えられており、
感染の危険が急に高くなったものではありません。しかし、マダニに刺されない
ように注意する必要がありますので、以下の点に注意して下さい。

①草むら、藪などに入る場合は、長袖、長ズボン、長靴等を着用する。
②作業後、屋内に入る前にダニを払い落とす。
③ダニに刺された場合は無理に引き抜かず、病院で処置してもらう。

お問い合わせ先　水上村役場経済課　田代（ＴＥＬ　４４－０３１４）

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業8686

マダニ
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iPhone 50MB Wi-Fi  
http://www.apple.com/jp/support/iphone/assistant/wifi/  

Wi-Fi Wi-Fi  
Wi-Fi http://mb.softbank.jp/mb/service area/sws/  

Au Wi-Fi http://300.wi2.co.jp/area/2/au area/  
PC iTunes iTunes  
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

5 3 祭・金 東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

5 4 祭・土 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

5 5 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

犬童内科胃腸科医院
（TEL　45-1125）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

5 6 祭・月 こんどう整形外科（TEL　45-6555）
高田内科医院
（TEL　38-3677）

緒方医院
（TEL　35-0131）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

5 12 日 古城クリニック
（TEL　44-0321）

田中医院
（TEL　38-0061）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

5 19 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

5 26 日 宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

5 3 祭・金 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

5 4 祭・土

きりん薬局原田店（多良木町） （TEL　42-6900）
おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

5 5 日 エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）
くるみ薬局（多良木町） （TEL　49-9630）

5 6 祭・月 高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

5 12 日 水上薬局（水上村） （TEL　47-8055）
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

5 19 日 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）

5 26 日 山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）
つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（５月）　◆

◆　休日当番薬局（５月）　◆

携帯電話の利用区域の拡大について
（お知らせ）

　平成 24 年度に携帯電話の利用区域の整備事業を実施しました。
　このことにより、ドコモの携帯電話の利用できる区域が、主に
江代の古川地区を中心として拡大しましたのでお知らせします。
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●今月の人口●
　男　………1,147 人
　女　………1,292 人
　計　………2,439 人
戸　数………  933 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 25 年３月末現在 ５月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：6日・13日・20日・27日

5月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

5
  2日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

  9日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

16日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

23日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

30日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 31

５月 12日㈰ 桜の里大運動会
※予定ですので、変更になることがあります。

平成24年度のごみの搬入量について
～ごみの搬入量が増えています～　平成24年度の人吉球磨クリーンプラザへのごみの搬入状況をお知らせします。

　平成23年度は、前年度より15,490kgの減少となっておりました。
　しかし、今年度は、前年度と比較しますと23,670㎏の増加となりましたので、なお一層のごみの減量化及び分別にご協力
お願いします。
月 年度 可燃物 不燃物 粗大ごみ 資源ごみ 有害ごみ 合計 前年同月比較 同比率

４月 24年度 26,440 2,120 340 7,760 50 36,710 8,360 29.5 %23 年度 19,930 1,260 330 6,750 80 28,350

５月 24年度 21,480 3,350 0 7,280 30 32,140 △ 870 △ 2.6 %23 年度 24,440 2,300 0 6,270 0 33,010

６月 24年度 20,980 1,290 0 6,590 0 28,860 230 0.8 %23 年度 18,150 2,760 10 7,580 130 28,630

７月 24年度 25,720 2,770 170 5,420 0 34,080 4,950 17.0 %23 年度 19,990 2,040 120 6,940 40 29,130

８月 24年度 22,730 2,900 220 9,640 260 35,750 750 2.1 %23 年度 25,550 2,250 310 6,830 60 35,000

９月 24年度 22,090 2,310 0 8,530 60 32,990 6,190 23.1 %23 年度 17,230 2,790 160 6,570 50 26,800

10月 24 年度 23,960 2,250 150 4,370 10 30,740 △ 2,080 △ 6.3 %23 年度 23,210 1,560 160 7,710 180 32,820

11月 24 年度 18,800 1,930 0 5,090 140 25,960 450 1.8 %23 年度 18,160 1,710 0 5,640 0 25,510

12月 24 年度 19,360 1,770 0 8,240 20 29,390 △ 2,450 △ 7.7 %23 年度 19,870 3,160 570 8,180 60 31,840

１月 24年度 23,380 1,990 0 7,880 130 33,380 3,200 10.6 %23 年度 22,650 1,120 130 6,280 0 30,180

２月 24年度 18,320 1,410 320 5,960 20 26,030 3,230 14.2 %23 年度 16,010 1,270 0 5,390 130 22,800

３月 24年度 20,850 1,620 0 6,490 70 29,030 1,710 6.3 %23 年度 19,270 2,380 150 5,430 90 27,320

合計
24年度 264,110 25,710 1,200 83,250 790 375,060 23,670 6.7 %23 年度 244,460 24,600 1,940 79,570 820 351,390
比較 19,650 1,110 △ 740 3,680 △ 30 23,670

　村の収集のほかに直接搬入分を含みます。粗大ごみは直接搬入分です。有害ごみは、リサイクルセンターに集められた蛍光管等です。
水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL44-0313

（単位：㎏）
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　江代地区にある「しゃくなげ公園」。例年、５月の連休頃に
は数千本のしゃくなげが見頃を迎えています。
　地元主催の祭りも行われ、たくさんの人で賑わいます。

しゃくなげ


